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アレルギー性気管支肺真菌症の診療の手引き
日本アレルギー学会，日本呼吸器学会（監） 
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切望していた ABPM の 
新たな診断基準がここに
　アレルギー性気管支肺真菌症（allergic broncho-
pulmonary mycosis：ABPM）の診断には 1977 年
に Rosenberg，Patterson らが提唱した ABPA の
診断基準が用いられてきた．40 年以上前に提唱
されたものである．近年の医療とのギャップを感
じることもあったのだが，本書では日本人におけ
る ABPM の病態を明らかにし，新たな診断基準
が示された．
　本書発刊に至るまでには，東海大呼吸器内科学
教授の浅野浩一郎先生を研究代表者とする「アレ
ルギー性気管支肺真菌症」研究班の多大なる努力
があったものと思われる．この研究班の前身は，
2013 年に厚生労働科学研究の難治性疾患等克服
研究事業の下に設置されたものであり，本書は長
年にわたる調査・研究の集大成といえる．研究代
表者の浅野先生はこの分野の第一人者であり，浅
野先生を中心にアレルギー学・呼吸器内科学研究
者の精鋭たちが結集し，ABPM に関する最新の
知見がまとめられた．
　ABPM は Aspergillus fumigatus を主とする真
菌類が関与したアレルギー性疾患で，末梢血好酸
球数の増加，高 IgE 血症などの血液検査異常，
気道内真菌の検出や真菌への抗体，特異的な画像

異常が認められる．近年，検査技術，特に画像診
断技術が進歩し，日常臨床でも汎用されている．
今回の新診断基準では，胸部 CT 画像所見が 10
項目中 3 項目に適用されており，この点が従来の
診断基準と大きく異なる．また，新診断基準の検証
も行われ，感度 95％，特異度 97％と Rosenberg
らの診断基準のそれぞれ 25％，98％と比較し，
その有用性が実証された．また，本書の各項目に
は「ポイント」として，数個のまとめの記載があ
り，初学者にも読みやすく理解しやすい構成に
なっている．
　本書は，内科，呼吸器内科，アレルギー科の専
門医をめざす若手医師のみならず，呼吸器，アレ
ルギーの専門医にとっても有益な良書であり，本
書を参考に的確な診断を行い，一人でも多くの苦
しんでいる患者さんを救うことにつながれば幸い
である．
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